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平成３０年度一般会計・特別会計決算平成３０年度一般会計・特別会計決算

平成３０年度の
　　　　決算を認定

　　　【投資的経費】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【義務的経費】
　　　　支出の効果が資本形成に向けられ、将来に残る施設建設などに充てる経費　　　支出が制度的に義務づけられている経費（人件費・扶助費・公債費）

９ 月 定 例 会

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
な
ど
の
大
規
模
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

前
年
度
に
庁
舎
建
設
事
業

や
南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
が
完
了
し
た
こ
と

で
、
前
年
度
比
８
・
８
％

減
、
全
体
で
22
・
０
％
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

義
務
的
経
費
や
そ
の
他

の
経
費
は
、
除
雪
経
費
の

減
に
よ
り
、
維
持
補
修
費

が
、
前
年
度
比
23
・
３
％

減
と
な
っ
た
も
の
の
、
会

津
ふ
る
さ
と
基
金
出
資
金

返
還
金
収
入
を
財
源
と
し

た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金

や
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
一
万
本

の
里
づ
く
り
基
金
へ
の
積

立
を
行
っ
た
こ
と
で
、
積

立
金
が
１
２
４
・
６
％
増
、

人
件
費
や
物
件
費
の
増
に

よ
り
、
全
体
で
義
務
的
経

費
は
１
・
４
％
増
、
そ
の

他
の
経
費
は
１
・
７
％
増

と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

会
津
高
原
リ
ゾ
ー
ト
㈱

の
建
物
な
ど
の
取
得
や
小

中
学
校
な
ど
へ
の
空
調
設

備
設
置
を
含
め
た
公
共
施

設
の
改
修
経
費
に
、
地
域

づ
く
り
振
興
基
金
や
公

共
設
備
等
整
備
基
金
を

充
当
し
た
こ
と
に
よ
り
、

繰
入
金
が
、
前
年
度
比

１
５
６
・
３
％
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
災
害
復
旧
事

業
補
助
金
を
含
め
た
国
庫

補
助
金
が
32
・
８
％
減
、

県
支
出
金
18
・
５
％
減
、

歳
入
の
約
47
％
を
占
め
る

地
方
交
付
税
が
１
・
１
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
の
あ
ら
ま
し

平

成

29

年

度

と

比

較

【
歳
出
】

　

投
資
的
経
費
は
、関
東
・

東
北
豪
雨
災
害
復
旧
事
業

が
概
ね
完
了
し
、
災
害
復

旧
事
業
費
は
72
・
７
％
減
、

普
通
建
設
事
業
費
も
伊
南

用語
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平成３０年度一般会計・特別会計決算

　令和元年第３回定例会が、９月６日から１３日までの８日間の会期で開催さ
れ、町から条例の制定２件、平成３０年度決算認定７件、令和元年度補正予算
４件、その他の議案や報告など８件が提出され、慎重な審議が行われました。

決
算
審
査
の
意
見

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税

(

町
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税)

の
未
納
額

が
依
然
発
生
し
て
お
り
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
未

納
額
は
、
平
成
29
年
度
ま

で
は
６
年
連
続
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
増
加
に
転
じ
ま
し

た
。

　

使
用
料
な
ど
の
未
納
額

は
、
保
育
料
は
９
年
連
続

の
減
少
、
町
営
住
宅
使
用

料
も
４
年
連
続
で
減
少
し

て
お
り
、
担
当
者
の
努
力

と
滞
納
対
策
の
成
果
が
表

れ
た
も
の
と
評
価
し
ま

す
。

　

今
後
も
町
民
負
担
の
公

平
性
の
確
保
と
受
益
者
負

担
の
原
則
か
ら
、
未
納
対

策
な
ど
の
収
納
率
向
上
に

鋭
意
努
力
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
財
政
指

数
は
、
健
全
財
政
に
向
け

た
改
善
の
あ
と
が
見
ら
れ

ま
す
が
、
今
後
も
普
通
交

付
税
な
ど
一
般
財
源
の
減

少
や
人
口
減
少
で
、
財
政

の
見
通
し
が
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
行

財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推

進
が
必
要
で
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率

的
・
効
果
的
な
活
用
を
念

頭
に
置
き
、
町
民
の
立
場

に
立
っ
た
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
の
実
現
に

向
け
、
第
２
次
南
会
津
町

振
興
計
画
の
目
標
達
成
に

向
か
っ
て
努
力
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

木下光廣 代表監査委員

行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
を
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平成３０年度一般会計・特別会計決算平成３０年度一般会計・特別会計決算

平成３０年度
一般会計決算

歳入総額
　１３８億３８０万円
歳出総額
　１３３億３４９万９千円

１０００分の１に
置き換えてみると・・・

町 の 家 計 簿
ー　収　　入　ー

（前年度との対比額）

給　　料
【町税】 157万円（ー１万円）

パート収入
【負担金・使用料・手数料など】 15万円（ー 1万円）

親からの仕送り
【地方交付税・国県支出金など】 856万円（ー 62万円）

金融機関からの借り入れ
【町債】 167万円（ー 12万円）

その他の収入・貯金引出
【寄附金・繰入金・繰越金・諸収入】 160万円（ー 8万円）

不動産収入
【財産収入】 25万円（ 22万円 ）

１年間の収入合計 1,380万円（ー62万円）

ー　支　　出　－
（前年度との対比額）

食　　費
【人件費】 197万円（2 万円）

水道光熱費・日用品の購入
【物件費・補助費など】 371万円（ー 2万円）

養育費・医療費など
【扶助費】 97万円（2万円）

車の修理代など
【維持補修費】 50万円（ー 15万円）

子どもへの仕送り
【他会計への繰出金】 108万円（4万円）

貯　　金
【積立金】 40万円（22万円）

生命保険など
【投資・出資・貸付金】 7万円（同額）

家屋の増改築など
【普通建設事業費】 278万円（ー 27万円）

被害箇所の修理
【災害復旧事業費】 22万円（ー 57万円）

借金の返済
【公債費】 160万円（3万円）

１年間の支出合計 1,330万円（ー 68万円）

貯金残高は　666 万円（ー 52万円） 借金の残高は　2,171 万円（ー 11 万円）

貯金残高および借金の残高には、特別会計を含んでいます。



９ 月 定 例 会

５

平成３０年度一般会計・特別会計決算
　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算
は
前
年
度

と
比
較
し
て
、
収
入
が
４
・
３
％
、
支
出

が
４
・
９
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

支
出
で
は
、
被
害
箇
所
の
修
理
（
災
害

復
旧
事
業
費
）が
落
ち
着
き
、昨
年
多
か
っ

た
水
道
光
熱
費
・
日
用
品
（
物
件
費
・
補

助
費
等
）
や
家
屋
の
増
改
築
な
ど
（
普
通

建
設
事
業
費
）
を
少
な
く
し
た
こ
と
で
、

貯
金
（
積
立
金
）
に
回
し
、
支
出
の
圧
縮

に
努
め
ま
し
た
。

　

収
入
で
は
、
町
が
自
由
に
使
え
る
財
源

給
料(

町
税)

が
若
干
減
少
し
、
全
体
の

11
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
親
か

ら
の
仕
送
り(

地
方
交
付
税
・
国
県
支
出

金
な
ど)

は
、
全
体
の
62
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

町
の
家
計
簿
を
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
親

か
ら
の
仕
送
り
が
な
い
と
成
り
立
た
な
い

状
況
で
す
が
、
そ
れ
で
も
堅
実
な
や
り
く

り
（
行
財
政
運
営
）
を
行
う
こ
と
で
、
収

入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
の
再

検
証
や
取
捨
選
択
を
行
い
、
経
費
節
減
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
特
別
会
計
決
算
な
ど
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

町
の
家
計
は
大
丈
夫
？

平 成３０年 度 特 別 会 計  決 算 額
会　　計　　名 歳　入 歳　出 差　引

　 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 　 17 億 8,646 万 3 千円 17 億 7,383 万 7 千円 1,262 万 6 千円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2 億 1,682 万円 2 億 1,530 万 9 千円 151 万 1 千円

介 護 保 険 特 別 会 計 22 億 7,780 万 6 千円 22 億 4,220 万 4 千円 3,560 万 2 千円

農林業集落排水事業特別会計 1 億 5,083 万 3 千円 1 億 4,310 万 2 千円 773 万 1 千円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 4 億 1,418 万 9 千円 3 億 6,428 万 5 千円 4,990 万 4 千円

企　業　会　計 収　入 支　出 差　引

水道事業会計
収益的収支 6 億 519 万円 5 億 7,027 万 8 千円 3,491 万 2 千円

資本的収支 3 億 39 万５千円 ４億 8,299 万 3 千円 － 1 億 8,259 万 8 千円

主 な 財 政 指 数
項　目 平成 30 年度 平成 29 年度 解　　　説

財 政 力 指 数
（３カ年平均） 0.227 0.227 町の仕事に必要な経費をどのくらい自力で賄えるか

を表す数値で、「１」に近いほど財政力が高い。

標 準 財 政 規 模 82 億 5,300 万円 83 億 4,622 万円 町の標準的仕事に必要な経費の額

経 常 収 支 比 率 90.8％ 89.7％
町税や地方交付税などの収入が、経常的な支出（給
与・借金返済など）にどのくらい使われたかを示す
数値で、小さいほど自由に使えるお金が多い。

実 質 公 債 費 比 率
（３カ年平均） 5.2％ 5.3％

標準財政規模に対する借金返済の割合で、18％を超
えると、新たに借金をするときに許可が必要になる
など制限が付く。

将 来 負 担 比 率 25.0% 23.3％ 将来負担しなければならない借金などが、標準財
政規模に対してどのくらいあるかを表す数値

年 度 別 各 種 税 金・使 用 料 等 未 納 累 計 額

年度 町税 国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料 介護保険料 保育料 町営住宅

使用料
農林業集落
排水使用料

公共下水道
使用料等

簡易水道
使用料 水道使用料等

28 1 億 2,778 万円 1 億 1,371 万円 321 万円 1,274 万円 381 万円 2,442 万円 885 万円 1,375 万円 5,602 万円 3,460 万円

29 1 億 3,199 万円 1 億 1,205 万円 325 万円 1,307 万円 343 万円 2,244 万円 907 万円 1,361 万円 9,193 万円※

30 1 億 4,135 万円 1 億 1,358 万円 399 万円 1,402 万円 271 万円 2,145 万円 961 万円 1,409 万円 8,237 万円※

親
か
ら
の
仕
送
り
が
頼
り

※簡易水道事業と水道事業は、平成 29 年度から統合されたため、合算した数字になります。
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議案審議議案審議

町道大新田１号線南郷橋（令和元年 9 月 27 日撮影 )
下部工が完了し、橋の製作が始まる

２
件
の
工
事
契
約
を
可
決

 　　　　　　　【工事請負契約】
◆ 工事名
　御蔵入交流館音響設備改修工事
◆ 工事内容
　文化ホール・多目的ホール音響設備　一式
　映像設備　一式、監視カメラ改修　一式
　テレビ共聴設備改修　一式
◆請負金額　１億７，９８５万円
◆工事場所　田島字宮本東地内
◆契約の相手方
　ヤマハサウンドシステム株式会社
　仙台営業所

議案第 71 号

 　　　　　　　【工事請負契約】
◆ 工事名
　社会資本整備総合交付金事業
　町道大新田 1 号線南郷橋上部工製作工事
◆ 工事内容
　橋梁上部工製作　一式
◆請負金額　１億２，４８８万３千円
◆工事場所　大橋字船場地内
◆契約の相手方
　協三工業株式会社

議案第 70 号

問答
　

改
修
を
行
う
理
由
は
。

　

御
蔵
入
交
流
館
が
開
設

か
ら
16
年
経
過
し
、
館
内

の
音
響
設
備
な
ど
は
、
導

入
当
初
の
ア
ナ
ロ
グ
機
器

の
ま
ま
で
し
た
。

　

毎
年
、
保
守
点
検
は

行
っ
て
い
る
も
の
の
、
不

具
合
が
あ
っ
た
場
合
、
現

在
は
ア
ナ
ロ
グ
機
器
の
部

品
製
造
が
終
了
し
て
お

り
、
修
理
不
能
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
か
ら
、
デ
ジ

タ
ル
方
式
の
設
備
に
更
新

す
る
も
の
で
す
。

　９月定例会の議案審議では２５件
の質疑がありました。
　紙面の都合上、議会だよりでは一
部のみ掲載しております。
　また、本会議の様子はインター
ネット（You Tube）で見ることがで
きます。

問
　

改
修
に
伴
う
休
館
の
期

間
は
。

答
　

12
月
中
旬
か
ら
令
和
２

年
２
月
末
ま
で
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

御蔵入交流館文化ホール
南会津町議会中継：You Tube
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９ 月 定 例 会 議案審議

建設工事が進む新さゆり荘（令和元年 9 月 27 日撮影）

議
案
第
80
号

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

策
定
の
内
容
は
。

問答
　

内
装
や
調
度
品
、
照
明

な
ど
の
建
物
の
内
部
を
、

よ
り
魅
力
あ
る
施
設
に
調

整
す
る
ほ
か
、
誘
客
に
関

す
る
具
体
的
な
運
営
計
画

を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

 

さ
ゆ
り
荘
建
設
事
業

 

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
策
定
業
務
委
託
料

商工費

　

新
潟
～
只
見
の
沿
線
が

将
来
開
通
す
る
こ
と
を
見

越
し
て
委
託
業
者
に
助
言

す
る
考
え
は
。

問答
　

道
路
沿
線
整
備
な
ど
の

社
会
環
境
の
変
化
も
取
り

入
れ
な
が
ら
よ
り
よ
い
運

営
計
画
を
策
定
し
て
い
き

ま
す
。

 

河
川
環
境
保
全
事
業
委
託
料

土木費

　

県
か
ら
の
委
託
だ
と
思

う
が
、
柳
の
木
な
ど
は
あ

る
程
度
大
き
く
な
る
と
、

伐
採
す
る
の
も
大
変
な
の

で
、
こ
の
事
業
で
立
木
を

切
っ
て
も
ら
う
よ
う
指
導

で
き
な
い
か
。

問

答
　

防
災
上
、
伐
採
が
必
要

な
立
木
が
あ
れ
ば
、
町
と

し
て
も
依
頼
し
て
い
ま
す

が
、
現
場
の
状
況
に
も
よ

る
の
で
、
そ
の
都
度
確
認

を
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

 

松
戸
原
教
職
員
住
宅
改
修
工
事
請
負
費

教育費

　

現
在
何
棟
あ
っ
て
、
使

用
さ
れ
て
い
る
の
は
何
棟

か
。

　

ま
た
、
今
後
建
て
替
え

を
行
う
計
画
は
。

問

答
　

松
戸
原
の
教
職
員
住
宅

は
全
部
で
９
戸
で
、
そ
の

う
ち
入
居
が
あ
る
の
は
５

戸
で
す
。

　

現
時
点
で
は
新
規
に
建

て
替
え
を
行
う
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
優
雅
」
は
、
こ
の
ま
ま

で
は
運
営
継
続
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
補

助
金
を
交
付
す
る
計
画
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

民
間
で
あ
る
特
別
養
護

老
人
保
健
施
設
に
対
し
、

な
ぜ
町
か
ら
補
助
金
を
交

付
す
る
の
か
。

問答
　
「
優
雅
」
の
施
設
運
営

が
困
難
と
な
れ
ば
、
入
所

者
・
利
用
者
、
職
員
、
そ

の
家
族
の
生
活
を
含
め
て

深
刻
な
影
響
を
受
け
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。（
入
所

者
50
人
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

登
録
者
85
人
、
職
員
数
73

人
、
昼
食
委
託
会
社
従
業

員
９
人
）

　

①
現
状
で
も
待
機
者
が

多
く
い
る
中
で
、
施
設
入

所
サ
ー
ビ
ス
休
止
は
利
用

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置
資
金

 

借
入
金
償
還
補
助
金

民生費

者
へ
の
影
響
が
極
め
て
大

き
い
た
め
、
利
用
者
保
護

を
優
先
的
に
考
え
る
。

　

②
多
く
の
職
員
が
職
を

失
い
、
生
活
不
安
や
人
口

流
出
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ

る
。

　

③
「
優
雅
」
は
公
益
性

の
高
い
非
営
利
法
人
と
し

て
県
知
事
よ
り
認
可
さ
れ

た
「
社
会
福
祉
法
人
」
で
、

公
共
性
が
極
め
て
高
い
。

　

以
上
の
３
つ
の
理
由
か

ら
「
優
雅
」
の
運
営
継
続

は
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
、
町
と
し
て
補
助
金

交
付
を
今
後
５
年
間
で
、

１
億
４
千
９
７
９
万
１
千

円
の
支
援
を
計
画
す
る
も

の
で
す
。

　

今
回
は
、
令
和
元
年

度
分
と
し
て
償
還
元
金

２
５
８
３
万
６
千
円
を
補

正
計
上
し
ま
し
た
。



登壇順序 ・ 質問項目

１　渡部　訓正　議員・・・・９㌻
　　①雇用確保に向けて
　　②地域林政アドバイザー制度
　　③少子化対策

２　湯田　芳博　議員・・・・10㌻
　　①就業人口の動態と対策
　　②商店街活性化への政策実行
　　③在宅で生活する障がい者への就労支援策
　　④県道「黒磯田島線」の事業進捗
　　⑤鳥獣被害の実態と対策
　　⑥森林経営管理法と林業振興
　　⑦高等教育に関する支援策
３　五十嵐芳道　議員・・・・11㌻
　　①道路美化作業の今後は
　　②県立南会津高校の存続を求める取り組み
　　　  は

４　山内　　政　議員・・・・12㌻
　　①除雪作業従事者の待機保証料は
　　②友好都市の市民に対する優遇措置は

５　湯田　　哲　議員・・・・13㌻
　　①学校プールを兼ねた通年型屋内温水プー
　　   ルの早期実現を
　　②南会津町公共施設等総合管理計画

７　川島　　進　議員・・・・15㌻
　　①大規模太陽光発電事業
　　②返済義務のない奨学金制度の設立を
　　③田島・南郷地区火葬場休憩室の改良を

６　馬場　　浩　議員・・・・14㌻
　　①太陽光発電の規制条例は
　　②林業成長産業化地域創出モデル事業
　　③ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
　　④県立南会津高校存続に向けた取り組みは
　　⑤学校給食及び食育

一般質問

７人の議員が登壇

８

【一般質問とは】
　町の行財政全般について議員が提言を含めて町に考えを聞くことです。
　令和元年度９月定例会の一般質問は、１１～１２日の２日間にわたり行われました。



　

モ
デ
ル
事
業

　

選
定
を
契
機

に
推
進
会
議
な
ど
を
立
ち

上
げ
協
議
し
、
課
題
と
し

て
人
材
確
保
・
育
成
が
あ

げ
ら
れ
、
町
も
よ
り
効
果

的
で
有
効
な
人
材
確
保
の

方
法
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
雇
用
増
の
た
め

収
益
性
向
上
、
事
業
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。

町政を問う
一 般 質 問

林 業 関 係 従 事 者 ３ ０ ０ 人 の 達 成 を
町長＝雇用確保に向け事業拡大に取り組む

　

町
は
林
業
事
業

　

体
で
の
従
事
者

増
を
柱
に
取
り
組
む
と
し

て
い
る
が
、
達
成
に
向
け

ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ

て
い
る
か
。

　

ま
た
、
事
業
体
が
抱
え

る
課
題
へ
の
対
応
は
。

問町
長

　
※
１

　

こ
の
制
度

　
　

は
、
平
成
29

年
度
に
発
足
し
た
制
度
で

す
。

　

今
後
、
森
林
経
営
管
理

法
な
ど
の
取
り
組
み
に
当

た
っ
て
、
専
門
知
識
を
有

す
る
ス
タ
ッ
フ
が
加
わ
れ

ば
、
業
務
の
効
率
化
が
図

れ
ま
す
が
ど
う
か
。

問

　

県
内
で
は
、

　

現
在
、
登
録

者
は
２
人
で
南
会
津
地
域

は
活
動
エ
リ
ア
で
あ
り
ま

せ
ん
。

　

今
後
、
県
公
表
の
技
術

者
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
れ

ば
積
極
的
に
制
度
の
活
用

を
進
め
ま
す
。

町
長

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
を

町
長
＝
今
後
、
積
極
的
に
制
度
の
活
用
を
進
め
る

９

㈱荒海チップ工場作業のようす

渡
部　

訓
正　

 

議
員

　

通
年
雇
用
に
は

　

冬
期
間
の
仕
事

も
必
要
で
す
が
、
作
業
の

危
険
度
は
高
ま
り
ま
す
。

　

通
年
雇
用
を
目
指
す
た

め
森
林
組
合
の
意
見
も
取

り
入
れ
て
、
協
議
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

問
　

こ
れ
ま
で
も

　

協
議
し
、
除

雪
作
業
な
ど
の
参
入
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
素
材
生
産
拡
充

を
提
案
し
、
通
年
雇
用
増

に
向
け
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
組
合
か
ら

効
果
的
な
提
案
が
あ
れ

ば
、支
援
も
検
討
し
ま
す
。

町
長

　

雇
用
拡
大
の
実

　

現
に
は
、
安
定

し
た
経
営
基
盤
が
必
要
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

問
　

木
材
の
安
定

　

供
給
・
収
益

性
向
上
に
向
け
、
関
係
機

関
と
協
議
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
産
材
の
利
用

に
向
け
、
新
築
住
宅
等
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
町
外
へ
の
販

路
拡
大
に
も
取
り
組
み
ま

す
。 町

長

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
少
子
化
対
策

　
　
　
※
１

　

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

　
　
　
　

森
林
・
林
業
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
や

　
　

経
験
を
有
す
る
技
術
者
を
雇
用
し
、
森
林
・
林

　
　

業
行
政
の
体
制
支
援
を
行
う
制
度
。

　
　
　

市
町
村
が
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
技
術
者
を

　
　

雇
用
し
た
場
合
、
国
か
ら
特
別
交
付
税
に
よ
り

　
　

雇
用
や
委
託
の
経
費
が
措
置
さ
れ
る
。

用語



　

田
島
地
域

　

は
、「
ま
ち

な
か
賑
わ
い
創
出
拠
点
整

備
事
業
」
で
活
性
化
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
南
郷
・

伊
南
・
舘
岩
地
域
で
の
支

援
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
町
全
体
を
見
据

え
た
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

町政を問う
一 般 質 問

町長＝今後、町全体を見据え支援を行う

　

南
郷
・
伊
南
・

　

舘
岩
・
田
島
の

各
地
域
で
、
営
ま
れ
て
来

た
商
店
や
飲
食
業
者
の
支

援
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

た
か
。

町
長

商 店 街 活 性 化 へ の 政 策 実 行

問

10

湯
田　

芳
博　

 

議
員

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
就
業
人
口
の
動
態
と
対
策

　
・
県
道
「
黒
磯
田
島
線
」
の
事
業
進
捗

在
宅
で
の
障
が
い
者
就
労
支
援
は

町
長
＝
調
査
研
究
を
進
め
る

　
６
月
議
会

　

定
例
会
終
了

後
に
、
町
が
直
接
的
に
在

宅
障
が
い
者
の
就
労
支
援

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
調

査
研
究
を
進
め
ま
す
。

　

誰
一
人
望
ま
れ

　

な
い
命
は
な
い

の
で
す
か
ら
、
６
月
議
会

定
例
会
以
後
、
障
が
い
者

と
言
わ
れ
る
方
々
が
在
宅

の
ま
ま
で
も
出
来
る
新
た

な
仕
事
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
か
。

町
長

問

鳥
獣
被
害
の
実
態
と
対
策
は

町
長
＝
集
落
環
境
診
断
を
実
施

　

野
生
動
物
と
人

　

間
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
棲
み
分
け
て
暮
ら
す

政
策
は
あ
り
ま
す
か
。

問

　

被
害
防
除
や

　

生
息
環
境
管

理
を
推
進
す
る
た
め
、
地

域
の
合
意
形
成
を
得
る
手

町
長

　

今
後
５
年
間
の

　

森
林
の
手
入
れ

計
画
と
切
り
出
さ
れ
る
木

材
な
ど
、
森
林
資
源
を
活

用
す
る
た
め
の
政
策
は
。

問

　

舘
岩
・
伊
南

　

地
域
は
森
林

経
営
計
画
が
立
て
ら
れ
て

お
り
、
森
林
整
備
は
適
切

に
な
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。 町

長

森
林
経
営
管
理
法
と
林
業
振
興
は

町
長
＝
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
を
進
め
る

　

田
島
地
域
と
南
郷
地
域

は
経
営
管
理
さ
れ
て
い
な

い
私
有
林
人
工
林
が
多
い

の
で
、
優
先
的
に
森
林
所

有
者
の
意
向
調
査
を
進
め

ま
す
。

高
等
教
育
に
関
す
る
支
援
策
は

教
育
長
＝
個
人
の
費
用
支
援
は
考
え
て
い
な
い

　

高
校
生
の
通
学

　

や
下
宿
に
か
か

る
経
費
の
支
援
を
行
う
考

え
は
。
問

　

２
つ
の
高

　

等
学
校
の
存

続
目
的
と
し
て
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

教
育
長

　

そ
の
た
め
、
個
人
の
通

学
や
下
宿
な
ど
に
係
る
費

用
に
対
す
る
支
援
を
行
う

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

法
と
し
て
、
集
落
環
境
診

断
を
積
極
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。



　

地
域
の
実
情

　

に
合
わ
せ
て

地
域
で
決
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

町政を問う
一 般 質 問

道 路 美 化 作 業 の 今 後 は
町長＝道路沿線の景観保全に努める

　

毎
年
盆
前
に
行

　

わ
れ
る
道
路
美

化
作
業
に
お
け
る
一
個
人

お
よ
び
地
域
の
作
業
範
囲

は
。 問町

長

　

６
月
定
例
会
後

　

の
取
り
組
み
は
。

問
　

町
の
取
り
組

　

み
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

　

県
教
育
委
員
会
の
動
き

と
し
て
は
、
７
月
16
日
に

南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー
で
地

域
住
民
説
明
会
が
開
催
さ

れ
、
参
加
者
か
ら
統
合
へ

の
反
対
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
計
画
の
見
直
し

の
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
８
月
26
日
に

県
立
高
校
改
革
監
が
来
町

さ
れ
、
懇
談
を
行
い
ま
し

た
が
、
県
立
高
校
改
革
前

期
実
施
計
画
の
方
針
は
変

わ
ら
な
い
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

町
長

県
立
南
会
津
高
校
の
存
続
の
取
り
組
み
は

町
長
＝
存
続
を
強
く
求
め
る

11

地区の方々による道路美化作業のようす ( 湯ノ花地内 )

五
十
嵐
芳
道　

 

議
員

　

町
内
関
係
団
体

　

の
取
り
組
み
は
。

問

　

決
め
ら
れ
た
時

　

間
で
作
業
が
終

わ
ら
な
い
場
合
、
残
っ
た

場
所
は
誰
が
責
任
を
持
っ

て
行
う
の
か
。

問

　

道
路
管
理
者

　

が
管
理
上
必

要
な
対
応
を
取
り
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
の
作
業
に

よ
り
来
町
者
に
良
い
景
観

で
の
お
も
て
な
し
と
安
全

交
通
の
確
保
が
で
き
ま

す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
出
来

る
範
囲
で
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
道
路
沿
線

の
景
観
保
全
に
努
め
ま

す
。 町

長

県立南会津高等学校存続の取り組み経過
日　程 内　容

７月５日 県知事来町。意見交換会時に、田島高等学校と
併せて存続を強く要望する。

７月１７日

南会津町・下郷町の教育長と田島高等学校・南
会津高等学校の同窓会、後援会長が集まり、両
校の必要性を確認し、存続を求める署名活動を
行う方針を決定。

８月３０日
南会津地方町村会として田島高等学校・南会津
高等学校の存続を含む要望書を県に提出。
副知事と県教育長に両校存続を強く求める。

　

南
会
津
高
等

　

学
校
同
窓
会

な
ど
が
中
心
と
な
り
署
名

町
長

活
動
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
田
島
地
域
で
は

田
島
高
等
学
校
同
窓
会
が

中
心
と
な
り
署
名
活
動
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。



町政を問う
一 般 質 問

除 雪 事 業 に 関 す る 実 態 調 査 は

　
※
１

　

実
態
調
査

　

の
結
果
は
ど

う
な
り
ま
し
た
か
。

問
町長＝全２８社を対象に調査を実施

　

町
内
の
施
設
利

　

用
を
町
民
扱
い

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

　

ま
た
現
在
、
優
遇
措
置

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。

問
　

現
在
、
※
２

　

友

　

好
都
市
と
結ゆ
い

協
定
を
結
ん
で
い
る
市
町

村
は
優
待
割
引
制
度
を
各

施
設
で
活
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
優
待
割
引
制

度
を
交
流
先
の
自
治
体
広

報
誌
へ
掲
載
い
た
だ
き
な

が
ら
、情
報
提
供
を
行
い
、

本
町
へ
の
誘
客
促
進
と
交

流
人
口
の
増
加
に
努
め
ま

す
。 町

長
友
好
都
市
の
市
民
に
対
す
る
優
遇
措
置
は

町
長
＝
優
待
割
引
制
度
を
行
っ
て
い
る

　

今
年
７
月

　

に
、
町
道
除

雪
に
関
わ
る
作
業
者
や
使

用
す
る
除
雪
機
械
な
ど
、

委
託
事
業
者
全
28
社
を
対

象
と
し
て
調
査
し
ま
し

た
。

　

出
動
の
有
無
で
収
入
が

左
右
さ
れ
る
季
節
雇
用
の

作
業
者
が
18
人
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

町
長

12

山
内　
　

政　

議
員

　

除
雪
作
業
者
に

　

も
実
態
調
査
を

行
う
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

問
　

除
雪
作
業

　

者
に
対
す

る
待
機
保
証
料
の
支
払
い

は
、
作
業
者
本
人
と
事
業

者
と
の
合
意
の
も
と
に
定

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
事

業
者
を
通
さ
ず
直
接
個
人

に
調
査
を
す
る
こ
と
は
、

委
託
事
業
者
と
の
信
頼
関

係
を
損
な
う
も
の
な
の
で

行
い
ま
せ
ん
。

町
長

　
　
　
※
１

　

除
雪
事
業
に
関
す
る
実
態
調
査

　
　
　

南
会
津
町
は
豪
雪
地
帯
・
特
別
豪
雪
地
帯
に

　
　

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冬
季
間
の
「
除

　
　

雪
事
業
」
は
重
要
な
公
共
事
業
で
す
。

　
　
　

近
年
、
作
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、

　
　

機
械
の
維
持
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

　
　

か
ら
、
町
内
の
除
雪
事
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

　
　

し
、
持
続
可
能
な
除
雪
体
制
構
築
の
参
考
と
す

　
　

る
た
め
に
行
っ
た
調
査
の
こ
と
で
す
。

用語

　
　
　
※
２

　

友
好
都
市
と
結ゆ
い

協
定

　
　
　

南
会
津
町
は
、
台
東
区
と
さ
い
た
ま
市
と

　
　

友
好
都
市
を
結
ん
で
お
り
、
泉
崎
村
と
は
結ゆ
い

　
　

協
定
を
結
び
、
お
互
い
の
持
つ
観
光
、
特
産

　
　

品
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
交
流
に
取

　
　

り
組
ん
で
い
ま
す
。

用語

まるごと南会津観光 PR フェア in 谷中銀座商店街のようす
（令和元年 9 月 28 日 台東区谷中銀座商店街）
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町政を問う
一 般 質 問

通 年 型 温 水 プ ー ル の 早 期 実 現 を
町長＝建設する考えはない

　

２
０
１
７
年
９

　

月
議
会
で
「
地

中
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
通

年
型
屋
内
温
水
プ
ー
ル
で

健
康
維
持
を
」
の
質
問
を

し
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
、
２
０
１

４
年
に
も
同
様
の
質
問
を

し
て
い
ま
す
。

　

答
弁
は
「
現
時
点
で
の

建
設
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
」
で
し
た
。

　

温
水
プ
ー
ル
の
有
無

が
、
そ
の
人
や
そ
の
家
族

が
そ
の
町
に
住
む
移
住
条

件
の
一
つ
、
そ
の
町
に
住

む
魅
力
の
一
つ
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
た
め
に
も
、
老

朽
化
し
た
学
校
プ
ー
ル
を

廃
止
し
、
学
校
プ
ー
ル
を

兼
ね
た
通
年
型
屋
内
温
水

プ
ー
ル
を
早
期
に
実
現
さ

せ
て
は
。

問

　

２
０
２
０
年
３

　

月
提
出
予
定
の

「
南
会
津
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」（
素
案
）

に
は
、
２
０
２
１
年
ま
で

の
２
年
間
で
42
件
程
度
の

除
却
計
画
で
し
た
。

　

計
画
ど
お
り
除
却
す
れ

ば
10
億
円
以
上
に
な
る
と

試
算
し
ま
す
が
、
町
が
算

出
す
る
除
却
費
総
額
は
。

　

今
年
度
の

　

地
域
協
議

会
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
も
、
同
様
の
意
見
が

あ
り
協
議
し
た
施
設
も
あ

り
ま
し
た
が
売
却
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
個
人
や
企
業
と

の
話
し
合
い
も
含
め
、
そ

の
対
応
を
協
議
し
ま
す
。

問 除
却
・
廃
止
の
公
共
施
設
の
活
用
を

町
長
＝
個
人
や
企
業
と
協
議

町
長

びわのかげプール（永田地内）

　

町
内
の
各

　

プ
ー
ル
の
現

状
や
老
朽
化
へ
の
対
応
も

含
め
、今
後
施
設
の
集
約
・

改
修
な
ど
を
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
温
水
プ
ー
ル
を

建
設
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

当
面
は
小
規
模
な
修
繕

な
ど
を
丁
寧
に
行
い
な
が

ら
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

湯
田　
　

哲　

議
員

　

毎
年
度
の

　

財
政
状
況

を
見
据
え
て
実
行
に
移
し

て
い
く
た
め
、
試
算
し
て

い
ま
せ
ん
。

町
長

　

除
却
計
画
の
施

　

設
を
、
個
人
や

企
業
へ
賃
貸
や
売
却
な
ど

の
働
き
か
け
は
。

　

そ
れ
は
除
却
費
削
減
で

あ
り
、
売
却
収
入
、
固
定

資
産
税
な
ど
の
収
入
に
な

る
の
で
は
。

問



　

各
学
校
給
食
の

　

体
制
と
費
用
負

担
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。　

町
内
小
・
中

　

学
校
全
て
、

完
全
給
食
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

田
島
地
域
３
校
が
自
校

方
式
、
ほ
か
８
校
が
セ
ン

タ
ー
方
式
に
な
っ
て
お

り
、
※
１

　

食
材
費
は
保
護
者

負
担
、
そ
の
他
の
経
費
は

町
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

町政を問う
一 般 質 問

町長＝現段階では新しい条例は考えていない

太 陽 光 発 電 施 設 の 規 制 条 例 を

問

14

馬
場　
　

浩　

議
員

教
育
長

　
※
１

　

食
材
費
の

　
　
　

保
護
者
負
担

　

１
食
あ
た
り
、
単
価
９

０
０
円
で
、
内
訳
は
３
０

０
円
が
食
材
費
、
そ
の
他

の
経
費
は
６
０
０
円
で

す
。

解説 学

校

給

食

の

現

状

は

教
育
長
＝
安
全
安
心
、
価
格
も
考
慮
し
実
施

　

大
規
模
太
陽
光

　

発
電
開
発
の
際

の
リ
ス
ク（
景
観
の
悪
化
、

自
然
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
、
維

持
終
了
の
際
に
発
生
す
る

廃
棄
物
の
問
題
な
ど
）
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
規
制
す
る
条
例

が
必
要
と
考
え
る
が
。

問

　

一
定
規
模
の

　

太
陽
光
発
電

施
設
に
対
し
て
は
南
会
津

景
観
条
例
で
設
置
に
関
し

て
定
め
て
い
ま
す
。

　

現
段
階
で
の
新
た
な
条

例
の
制
定
は
考
え
て
い
な

い
が
、
太
陽
光
発
電
の
健

全
な
普
及
の
た
め
に
は
、

太
陽
光
発
電
開
発
の
際
の

リ
ス
ク
を
十
分
配
慮
し
、

今
後
も
実
態
の
把
握
と
情

報
共
有
に
努
め
ま
す
。

町
長

南
会
津
産
木
材
の
販
路
開
拓
を

町
長
＝
交
流
都
市
と
の
協
議
を
進
め
る

　

林
業
成
長
産
業

　

化
地
域
創
出
モ

デ
ル
事
業
の
中
で
、
町
が

交
流
し
て
い
る
友
好
都
市

に
南
会
津
産
木
材
製
品
の

販
路
開
拓
を
し
て
は
ど
う

か
。 問

　

都
市
部
で
の

　

公
共
施
設
の

木
質
化
や
木
材
利
用
の
活

用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
さ
い
た
ま
市
や

台
東
区
の
担
当
部
署
と
協

議
を
進
め
、
町
の
資
産
資

源
を
活
用
し
た
交
流
の
増

加
に
努
め
ま
す
。

町
長

　

食
材
は
ど
の
様

　

な
品
が
使
わ
れ

て
い
る
か
。

問
　

で
き
る
だ
け

　

地
元
の
品
で

添
加
物
の
な
い
調
味
料
、

教
育
長　

そ
の
他
の
質
問
　

　
・
県
立
南
会
津
高
校
存
続
の
取
り
組
み

　
・
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

油
を
使
用
し
た
り
、
地
元

産
野
菜
が
出
回
る
時
期
に

は
そ
れ
ら
の
野
菜
を
使
用

す
る
よ
う
に
、
学
校
栄
養

職
員
が
地
産
地
消
を
心
掛

け
価
格
面
に
お
い
て
も
考

慮
し
て
い
ま
す
。

学校給食センター（関本地内）調理の様子
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町政を問う
一 般 質 問

太 陽 光 発 電 事 業 の 内 容 と 今 後 は
町長＝契約内容の誠実な執行と順守を注視

　

町
有
地
で
あ
る

　

舘
岩
地
域
白
樺

牧
場
跡
地
の
賃
貸
地
に
建

設
中
の
太
陽
光
発
電
施
設

の
建
設
費
用
、売
電
収
入
、

20
年
後
の
原
形
復
旧
に
係

る
費
用
は
い
く
ら
か
。

問

　

建
設
費
用
、

　

売
電
収
入
、

原
形
復
旧
費
用
な
ど
の
情

報
は
、
運
営
会
社
の
方
針

に
よ
り
提
供
で
き
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
今
後
も
事
業

主
体
と
面
談
し
契
約
内
容

の
誠
実
な
執
行
と
順
守
を

確
認
し
事
業
を
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

舘岩地域大久保地内 ( 白樺牧場跡地 ) で建設工事が進む太陽光発電施設
令和２年９月に売電開始を予定している

町
長

川
島　
　

進　

議
員

　

火
葬
場
休
憩
室

　

を
高
齢
者
が
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
畳
か

ら
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
に
改

良
す
る
考
え
は
。

火
葬
場
休
憩
室
の
改
良
を

町
長
＝
室
内
環
境
の
改
善
に
向
け
協
議

問

　

２
カ
所
の
火

　

葬
場
の
ト
イ

レ
は
洋
式
化
し
、
和
室
へ

は
座
椅
子
の
設
置
、
本
年

７
月
に
は
東
部
聖
苑
の
ロ

ビ
ー
へ
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
利
用
者
の
意
向

を
踏
ま
え
、
南
会
津
地
方

環
境
衛
生
組
合
の
構
成
自

治
体
と
し
て
、
火
葬
場
の

室
内
環
境
の
改
善
に
向
け

て
協
議
し
ま
す
。

町
長

　

町
外
の
高
校
へ

　

進
学
し
た
生
徒

は
定
期
代
、
下
宿
代
な
ど

の
負
担
が
多
い
の
で
返
済

義
務
の
な
い
奨
学
金
で
補

助
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

町
奨
学
資
金

　

の
貸
与
条
例

が
あ
り
、
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

進
路
先
の
選
択
は
本
人

問

教
育
長

返
済
義
務
の
な
い
奨
学
金
制
度
の
設
立
を

教
育
長
＝
町
奨
学
資
金
貸
与
条
例
で
対
応

や
家
族
の
意
思
と
理
解
し

て
い
る
の
で
、
進
路
先
だ

け
を
条
件
と
し
た
奨
学
金

の
貸
与
や
、
返
済
義
務
の

な
い
奨
学
金
制
度
の
設
立

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
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第 ２ 回 臨 時 会
令和元年７月２４日議案審議

採　決　結　果

議　案　名

採

決

結

果

五

十

嵐

芳

道

馬

場
　

浩

川

島
　

進

湯

田

芳

博

室

井

英

雄

渡

部

訓

正

丸

山

陽

子

湯

田

良

一

大

桃

英

樹

湯

田　
　

哲

高

野

精

一

山

内　
　

政

菅

家

幸

弘

星　
　

光

久

楠　
　

正

次
公 の 施 設 の 指 定 管 理
者 の 指 定 に つ い て
（会津高原南郷スキー場）

可
決 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

「○＝賛成」「●＝反対」「欠＝欠席」　　　※議長は採決に参加しません。

南 郷 ス キ ー 場 の 指 定 管 理 者
　 み な み や ま 観 光 株 式 会 社 に

議案第 66 号
　

町
か
ら
は
、
議
案
３
件
（
公
の
施
設
の
指
定
管
理
管
理
者
の

指
定
期
間
の
変
更
と
指
定
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
１
件
）
が

提
出
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
津
高
原
南
郷
ス
キ
ー
場
は
、
株
式
会
社

マ
ッ
ク
ア
ー
ス
リ
ゾ
ー
ト
福
島（
以
下
、マ
ッ

ク
ア
ー
ス
）
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、
令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
の
指
定
管
理
契
約
を
締

結
し
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
４
月
23
日
に
マ
ッ
ク
ア
ー

ス
か
ら
事
業
撤
退
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。

　

南
郷
ス
キ
ー
場
の
運
営
は
、
さ
い
た
ま
市

の
学
校
団
体
の
受
け
入
れ
に
大
き
く
依
存
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
12
月
か
ら
、
そ

れ
ら
の
学
校
が
全
て
た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
に

集
約
さ
れ
、
入
込
み
が
激
減
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
ク
ア
ー
ス
は
経
費
縮
減
な
ど
の
営
業

努
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
集
客
増
加
に

つ
な
が
ら
ず
、
赤
字
と
な
る
見
込
み
か
ら
、

会
社
と
し
て
、
今
後
運
営
を
継
続
で
き
な
い

と
の
結
論
に
至
り
、
町
は
こ
の
申
し
出
を
承

認
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
南
郷
ス
キ
ー
場
が
果
た
し
て
き
た

役
割
は
大
き
い
と
判
断
し
、
運
営
を
継
続
す

る
方
法
を
検
討
し
た
結
果
、
運
営
経
験
が
あ

る
み
な
み
や
ま
観
光
株
式
会
社
に
し
て
指
定

管
理
料
な
ど
を
上
乗
せ
し
た
う
え
で
、
運
営

を
お
願
い
す
る
方
針
で
調
整
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　１点目に、南郷地域の雇用を確保するための
スキー場存続は理解できますが、時代や社会が
変わってきている中で、今後の雇用確保に対す
る具体策が無いこと。
　２点目に、町が全額出資している第３セク
ターであるみなみやま観光株式会社に、安易に
町からの要請で進めていること。
　３点目に、スキー場の赤字補填に町の一般財
源からの持ち出しが続く可能性が高く、将来、
町の行政サービスの低下につながる恐れがある
こと。
　以上の３点の理由により本議案に反対しま
す。

山内　政 議員

討 

論

反　　対

湯田 芳博 議員

賛　　成

　南郷地域の 12 団体から、会津高原南郷スキー
場の存続を求める要望書が議会に提出され、そ
の内容は、冬期間の雇用の確保、交流人口減少
による地域経済の悪影響の心配、スキー部への
入部による南会津町高等学校の存続に向けた生
徒確保対策に及ぼす影響、冬季競技の振興や児
童・生徒、地域住民の健康増進、今までの企業
がなくなることへの危惧、スキー場利用者がＩ
ターンで、南郷トマトの新規就農を行うきっか
けとなっている全国でもまれなスキー場である
ことの誇り、また、さゆり荘の新築計画には、
冬期間宿泊施設としての重要な役割を訴えてい
ます。
　このことから、公の施設の指定がなければ、
スキー場の存続はありえないと考え、本議案に
賛成します。

高野 精一 議員
　みなみやま観光株式会社は、地元の企業とし
て多くの住民が参画し、仕事をしていただいて
いるなかで、私たち町民が一つ一つ支えて合っ
てやっていくことがベターであると考え、本議
案に賛成します。

馬場　浩 議員
　南郷スキー場の存続は望むところですが、
しっかりとした経営戦略が具体的に示されてい
ないなかで、このまま運営を続けていくことに
疑問を持っています。
　しっかりとした経営戦略を示さなければ、ス
キー場の入込みは増えないと考えることから、
本議案に反対します。
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産
業
建
設
委
員
会　
渡
部
訓
正
・
湯
田
良
一
・
馬
場　

浩

高
野
精
一
・
山
内　

政　
　
　
　

町
の
事
業
（
工
事
）
を
抽
出
調
査

　

６
月
27
日(
木)

、
産

業
建
設
委
員
会
は
、
町
の

発
注
箇
所
、
県
の
発
注
箇

所
、
太
陽
光
発
電
施
設

(

民
間)

の
箇
所
な
ど
か

ら
、
21
箇
所
を
抽
出
し
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

檜
沢
川
沿
線
、
舘
岩
川

沿
線
、
そ
し
て
駒
止
湿
原

へ
の
町
道
復
旧
な
ど
、
関

東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
復

旧
工
事
が
進
み
、
今
年
度

現地調査のようす
（町道大新田１号線 南郷橋下部工工事　大新田地内）

　

８
月
27
日
（
火
）、
総

務
委
員
会
で
は
、
町
か
ら

指
定
管
理
、
業
務
委
託
、

補
助
金
を
受
け
て
い
る
第

３
セ
ク
タ
ー
６
社
の
過
去

５
年
間
の
状
況
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
か
ら

２
０
１
８
年
の
５
年
間
で

約
１
９
億
２
９
０
０
万

円
、
平
均
す
る
と
年
間

３
億
８
５
０
０
万
円
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。（
下
記

参
照
）

　

こ
れ
ら
の
予
算
は
雇
用

の
創
出
を
は
じ
め
住
民
の

健
康
福
祉
、
本
町
の
観
光

産
業
の
活
性
化
な
ど
そ
れ

ら
の
法
人
が
運
営
、
機
能

す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

調
査
の
中
で
は
町
が
毎

年
多
く
の
予
算
を
投
じ
る

の
だ
か
ら
、
町
も
そ
の
組

織
体
制
、
経
営
方
針
な
ど

ま
で
関
与
し
て
も
よ
い
の

中
に
は
完
了
予
定
で
す
。

　

町
が
実
施
し
て
い
る
事

業(

工
事)

は
、
サ
ク
ラ

苗
木
育
成
、
町
営
住
宅
の

新
築
・
維
持
管
理
、
区
画

整
理
、
町
道
・
農
道
・
林

道
整
備
、
ほ
場
整
備
、
上

下
水
道
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
内
容
で
、
町
民
の
安

全
安
心
の
た
め
に
は
い
ず

れ
の
工
事
も
早
急
の
完
成

が
望
ま
れ
ま
す
。

総
務
委
員
会　
　

湯
田　

哲
・
川
島　

進
・
湯
田
芳
博　

菅
家
幸
弘
・
星　

光
久
・
室
井
嘉
吉

第
３
セ
ク
タ
ー
の
状
況
を
調
査で

は
な
い
か
、
そ
の
予
算

へ
の
責
任
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
意
見
や
、

そ
の
予
算
の
使
途
や
効
果

を
各
担
当
課
だ
け
で
な
く

総
合
政
策
課
で
全
て
を
把

握
す
る
仕
組
み
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

な
ど
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
総
務
委
員
会
で

は
、
そ
れ
ら
の
予
算
が
さ

ら
に
有
効
に
使
わ
れ
住
民

健
康
福
祉
や
町
活
性
化
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
調
査

研
究
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

第３セクター法人への指定管理料・委託料・補助金の合計（単位：千円）
第３セクター

法人名 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 ５年間合計

みなみやま観光㈱ 64,905 67,026 42,414 43,196 46,105 263,646

会津高原リゾート㈱ 6,669 61,169 14,520 12,293 12,936 107,587

公益財団法人
南会津町振興公社 254,833 266,789 243,266 218,668 224,735 1,208,291

会津高原フレンド・
カントリークラブ㈱ 21,600 21,600 21,600 22,701 23,600 111,101

会津高原たていわ
農産㈱ 56,628 21,512 34,584 31,877 27,374 171,975

伊南の郷 14,970 16,148 10,078 10,910 14,778 66,884

合　計 419,605 454,244 366,462 339,645 349,528 1,929,484
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文
教
厚
生
委
員
会　
大
桃
英
樹
・
丸
山
陽
子
・
五
十
嵐
芳
道

室
井
英
雄
・
楠　

正
次　
　
　
　
　
　

　

８
月
30
日
（
金
）、　

文

教
厚
生
委
員
会
で
は
福
島

県
特
別
支
援
教
育
セ
ン

タ
ー
指
導
主
事
で
あ
る
村

岡
有
加
里
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、
講
義
を
受
け
た

後
、
町
の
特
別
支
援
教
育

に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

発
達
障
が
い
は
近
年
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
医
療
分

野
に
お
い
て
は
A
S
D

（
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

症
）、
A
D
H
D
（
注
意

欠
陥
・
多
動
症
）、L
D（
学

習
障
が
い
）
の
３
つ
に
分

類
さ
れ
、
脳
機
能
の
障
が

い
で
低
年
齢
で
の
発
症
す

る
こ
と
が
特
徴
的
と
な
っ

て
い
ま
す
。

調

査

結

果

メールや電話など、多くの相談が寄せられていま
す。子育てに関する疑問や悩みがありましたら、
ご利用ください。( 本庁 健康福祉課内にあります )

「
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
支
援
教
育
の
取
り
組
み
」

　

学
校
に
お
け
る
発
達
障

が
い
の
可
能
性
の
あ
る
児

童
生
徒
の
割
合
は
、
通
常

学
級
に
お
い
て
６
％
程
度

と
さ
れ
て
お
り
、
特
別
な

支
援
や
合
理
的
配
慮
が
提

供
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
で
の
特
別

支

援

教

育

合
理
的
配
慮
と
は

　

学
校
に
お
け
る
合
理
的

配
慮
と
は
、
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
が
他
の
子
ど
も

と
平
等
に
「
教
育
を
受
け

る
権
利
」
を
享
有
、
行
使

す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ

と
で
す
。

求

め

ら

れ

る

切
れ
目
な
い
支
援

　

発
達
障
が
い
は
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
行

動
の
問
題
や
学
習
の
問

題
、
自
己
評
価
の
低
下
、

対
人
ト
ラ
ブ
ル
、
社
会
適

応
な
ど
、
課
題
が
変
化
し

ま
す
。

　

そ
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
に
行
政
や
社
会
に
求

め
ら
れ
る
の
は
切
れ
目
の

な
い
支
援
で
あ
り
、
関
係

機
関
が
協
力
し
て
支
援
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。町

の

状

況

　

平
成
29
年
度
に
開
設
し

た
「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
『
え
が
お
』

で
は
保
健
師
と
子
育
て
支

援
専
門
員
が
在
籍
し
、
子

育
て
に
関
す
る
相
談
業
務

を
行
な
っ
て
お
り
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。（
左
下

表
参
照
）

　

特
徴
的
な
の
は
相
談
の

約
47
％
は
町
内
保
育
士
か

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
保
育
現
場
で
の

深
い
洞
察
力
と
専
門
ス

タ
ッ
フ
の
知
見
を
組
み
合

わ
せ
、
早
期
の
発
見
が
可

能
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

の
よ
り
良
い
育
ち
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
課
で
は
、
毎

年
行
な
わ
れ
る
就
学
前
健

診
で
専
門
家
の
意
見
を
も

と
に
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
の
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

学
校
で
は
町
内
に
16
人

の
特
別
支
援
教
育
支
援
委

員
を
配
置
し
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

保
健
師
と
の
連
携
に
よ
り

学
校
現
場
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

所

見　

・

総

括

地
域
で
豊
か
に
暮
ら
す
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
社
会

資
源
や
支
援
が
必
要
な
の

か
研
究
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

来
年
開
催
さ
れ
る
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
町

に
お
い
て
も
障
が
い
に
対

す
る
認
識
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
対
す
る
考
え
方
が

深
め
ら
れ
、
醸
成
さ
れ
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
講
じ
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

発
達
障
が
い
は
近
年
医

療
の
発
達
に
よ
り
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
も
の
の
、
幼
児
期

か
ら
義
務
教
育
、
高
等
教

育
、
そ
し
て
成
人
と
な
っ

て
か
ら
と
さ
ま
ざ
ま
な
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て

社
会
の
理
解
や
支
援
が
必

要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

誰
も
が
生
ま
れ
育
っ
た

子育て世代包括支援センターえがお
相談件数

平成２９年度 平成３０年度

相談関係 ４４６ ７７２

各種検査 ７８ ８８

教室・
研修会 ５１ ２９

計 ５７５ ８３９

　

国
、
県
、
市
町
村
に
は

基
礎
的
環
境
整
備
を
行
う

義
務
が
あ
り
、
学
校
で
は

個
別
の
教
育
支
援
計
画
を

立
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
が

よ
り
良
く
な
る
よ
う
支
援

し
て
い
ま
す
。



①

読

者

目

線

で

広

報

紙

づ

く

り

を

　

は
じ
め
に
、
豊
田
健
一

氏（
月
刊
総
務　

編
集
長
）

か
ら
「
読
者
目
線
で
親
切

な
広
報
誌
を
作
る
に
は
～

手
に
取
ら
れ
、
読
ま
れ
、

行
動
に
結
び
つ
け
る
に
は

～
」
と
題
し
て
講
義
が
あ

り
ま
し
た
。

　

広
報
紙
の
発
行
目
的

は
、
住
民
と
議
会
と
の
良

好
な
関
係
づ
く
り
で
あ

り
、
住
民
が
議
会
へ
の
関

心
を
高
め
、
議
会
に
参
加

し
、
と
も
に
よ
り
良
い
地

域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
の
も
の
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
た
め
に
は
、
住

民
目
線
に
た
っ
た
編
集
が

不
可
欠
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。
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【表紙の紹介】

　

伊
南
小
学
校
で
は
、
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

期
間
に
合
わ
せ
て
交
通
安

全
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

元
気
な
鼓
笛
演
奏
と
と

も
に
、
地
域
の
方
々
へ
交

通
安
全
の
大
切
さ
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

伊
南
地
域
で
は
今
年
９

月
５
日
で
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
８
０
０
０
日
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

伊 南 小 学 校

駐在員による講話のようす

議
会
広
報
委
員
会　
丸
山
陽
子
・
馬
場　

浩
・
五
十
嵐
芳
道

川
島　

進
・
渡
部
訓
正
・
湯
田　

哲　

町
村
議
会
広
報
研
修
会
を
受
講

　

９
月
24
日
（
火
）、シ
ェ

ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー（
東

京
都
内
）
に
て
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ

る
町
村
議
会
広
報
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
議
会
広
報

委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
三
人
の
講
師

に
よ
り
町
民
に
わ
か
り
や

す
い
広
報
紙
の
作
り
方
を

学
び
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま

に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

広
報
紙
の
作
成
に
努
め
ま

す
。

研修会受講のようす

委 員 会 活 動 報 告

パレードのようす　沿道にはたくさんの住民の方が応援していました

　

次
に
、前
田
安
正
氏（
朝

日
新
聞
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
校
閲
事
業
部

長
）
か
ら
「
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
」
と
題

し
、
第
三
者
に
伝
え
る
た

め
の
文
章
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
の
講
義
が
あ
り
ま
し

た
。

　

文
章
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
閉
じ
ら
れ
た
コ

②

わ

か

り

や

す

い

文

章

づ

く

り

を

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
過
不

足
の
な
い
文
章
を
書
く
、

誰
に
向
け
た
情
報
な
の
か

を
意
識
す
る
こ
と
、
ｗ
ｈ

ｙ
（
な
ぜ
）
を
意
識
す
る

こ
と
で
す
。

　

わ
か
り
や
す
い
文
章
と

は
、
読
み
手
が
理
解
し
や

す
い
文
で
あ
る
と
と
も
に

不
快
に
さ
せ
な
い
表
現
を

意
識
す
る
こ
と
が
基
本
で

す
。

　

最
後
に
、
吉
村
潔
氏
か

ら
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
昨
年
度
、
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
埼
玉
県
寄

居
町
と
優
秀
賞
の
宮
城
県

川
崎
町
の
広
報
紙
を
事
例

に
編
集
ポ
イ
ン
ト
の
講
義

が
あ
り
ま
し
た
。

③
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
議
会
か
ら
学
ぶ
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南会津町へ U・I ターンしてきた方へ、移住されたきっかけや町
の魅力をインタビューしました。

左から江
えねい

井 翼さん、みのりちゃん、
由佳さん、つぐみちゃん

　平成 27 年度に、南会津町地域おこし協力隊として
いわき市から南会津町（前沢区）へ I ターンし、現在
４年目です。
　３年間の協力隊としての活動後は、豆腐屋を開業し、
豆腐作りを行っています。

　

I
タ
ー
ン
の
き
っ

　

か
け
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

４
年
前
、

　

い
わ
き

市
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
原
発
事
故
後
、
子
ど

も
が
で
き
る
の
を
き
っ
か

け
に
、
放
射
線
の
影
響
の

な
い
地
域
に
移
住
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

江
井
さ
ん

Q

20

　

子
ど
も

　

が
お
り
、

子
育
て
環
境
や
病
院
が
遠

い
こ
と
、
雪
の
不
安
も
あ

り
ま
し
た
。

　

現
在
困
っ
て
い
る

　

こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？ Q 江

井
さ
ん

　

起
業
す
る
こ
と
に

　

不
安
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
？

Q

　

ま
ず
は

　

始
め
て

み
よ
う
と
い
う
決
意
で
し

た
が
、
い
つ
ま
で
続
け
ら

れ
る
か
と
い
う
不
安
は
あ

り
ま
す
。

江
井
さ
ん

　

最
後
に
一
言
ど
う

　

ぞ
。

Q

　

豆
腐
は
、

　

町
内
全

域
の
宅
配
も
承
っ
て
い
ま

す
。

　

役
場
本
庁
の
１
階
や
、

道
の
駅
な
ど
に
も
置
い
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

　

今
後
、
規
模
拡
大
が
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

江
井
さ
ん

議会を傍聴する手続きは簡単です。
本庁 3 階の議場傍聴席入り口で住所
と氏名を書くだけです。
傍聴席では、提出された議案も閲覧
できます。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か議会広報委員会
委 員 長 丸山　陽子
副 委 員 長 馬場　　浩
委 員 五十嵐芳道

川島　　進
渡部　訓正
湯田　　哲

令 和 元 年 第 ４ 回 定 例 会

１２月６日（金）開会予定

町 民 の 声

　

移
住
す
る
に
あ
た

　

り
不
安
は
あ
り
ま

し
た
か
？

Q

　

南
会
津
町
の
魅
力

　

は
何
で
す
か
？

Q

　

自
然
が

　

素
晴
ら

し
い
と
こ
ろ
、
水
が
お
い

し
い
こ
と
で
す
。

江
井
さ
ん

　

身
近
に

　

子
ど
も

が
少
な
く
、
一
緒
に
遊
ぶ

機
会
が
少
な
い
こ
と
や
、

日
常
的
に
悩
み
事
を
相
談

す
る
相
手
が
い
な
い
こ
と

で
す
。（
遠
慮
し
て
し
ま

う
。）

江
井
さ
ん

　

今
後
の
目
標
は
？

Q

　

毎
日
、

　

地
場
産

品
の
も
の
を
使
用
し
て
豆

腐
を
作
る
こ
と
で
す
。

　

会
津
の
伝
統
野
菜
を
活

用
し
て
い
き
た
い
で
す
。

江
井
さ
ん

　

親
子
で

　

参
加
で

き
る
自
然
を
生
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
し
て
ほ
し
い
。

　

町
内
外
に
町
の
魅
力
が

伝
わ
る
よ
う
な
自
然
を
生

か
し
た
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
。

　

町
行
政
に
何
か
求

　

め
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

Q江
井
さ
ん


